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【背景】近年、放射線検出に用いるシンチレータの新材料開発が活発化し、国内外において、

ホスト材料と発光中心となる添加元素とを組み合わせ、シンチレータとして機能させた際のシン

チレータ特性が報告されている。Ca48 はニュートリノ放出を伴わない二重ベータ崩壊を生じる同

位体として知られ、CANDLE 実験では CaF2をシンチレータとし、二重ベータ崩壊を観測・探索

する実験に用いられている[1]。CaOは二重ベータ崩壊実験用シンチレータなどの用途として期待

できる一方で、CaOや SrOは融点が 2572℃、2531℃と高く、Ir坩堝を用いた結晶成長が不可能で

ある。例えば、坩堝を用いない単結晶成長法であるスカルメルト法では、少量かつ短時間の結晶

作製は困難であり、フローティングゾーン法では、原料棒の準備と結晶成長に多大な時間と手間

を要し、加熱光に対する透過性が高い材料では溶融が困難となる。そこで、我々は、溶融金属を

熱源とした新たな結晶作製手法として、Core Heating (CH)法を提案した。CH法では、加熱源とし

て、Ir 等の金属を酸化物原料中に埋め込み、溶融した金属を熱源として酸化物原料が溶融する。

本研究では、CH法を用い、発光中心として各種希土類を添加した CaOや SrO結晶を作製し、作

製結晶の結晶性およびシンチレータ特性を評価した。 

【結果】CH法の一例として、酸化物原料中に Ir金属ペレ

ットを埋め込み、当該ペレットをアークプラズマにより過熱

し溶融させることで、周囲の酸化物原料を加熱し、溶融、固

化させ、結晶体を得た。図１、２に作製した結晶の例として、

undope および Eu添加 CaO結晶、Ce および Eu添加 SrO結

晶を示す。無色透明な結晶が得られ、Eu添加については、X

励起によりEu3+4f4fに起因する発光が500-700nmに確認され

た。結晶作製法の詳細や、シンチレータ特性評価、他の高温

酸化物の作製例について当日報告する。 
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図１ CH法作製 undope および 
Eu添加 CaO結晶 

図１ CH法作製 Ce および 
Eu添加 SrO結晶 
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